
海津市 
認知症地域支援推進員 活動事例 

認知症の人と家族を 

      支える地域づくり 
～ 住民や関係機関との取り組み ～ 

海津市健康福祉部 高齢介護課 

地域包括支援センター 保健師 若山 美和子 

「かいづっち」 
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第１回認知症地域支援推進員ネットワーク会議 

資料２ 



海津市の概要 

平成２８年７月１日現在 

人口 ３５，３７８人 

高齢者数 １０，５８１人 

高齢化率 ２９．９％ 

日常生活圏域数 １圏域 

在宅介護支援センター ４ヶ所 

地域包括支援センター 
  (市役所高齢介護課内) 

１ヶ所 (市直営) 
 

 認知症地域支援推進員 

 ２名 (保健師 兼務) 

平成２７年７月～配置 
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地域別高齢者の状況 
地区名 高須 吉里 東江 大江 西江 今尾 海西 城山 石津 下多度 

海津市 
全体 

人口 
（単位：人） 

6,120 1,737 1,772 1,680 1,694 4,503 2,720 5,701 7,327 2,124 35,378 

世帯数 
（単位：世帯） 

2,016 543 548 589 514 1,438 820 1,882 2,634 755 11,739 

高齢者数 
(65歳以上) 
（単位：人） 

1,738 521 503 526 509 1,301 790 1,678 2,309 706 10,581 

後期高齢者 
(75歳以上) 
（単位：人） 

754 242 239 253 204 626 363 811 987 366 4,845 

高齢化率 
（単位：％） 

28.4 30.0 28.4 31.3 30.0 28.9 29.0 29.4 31.5 33.2 29.9 

平成２８年７月１日現在 
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認知症高齢者の推移 
平成25年度 平成26年度 平成27年度 

自立 338 22.3 332 21.0 273 16.5 

Ⅰ 357 23.6 372 23.5 376 22.7 

Ⅱa 129 8.5 171 10.8 222 13.4 

Ⅱb 359 23.7 351 22.2 392 23.7 

Ⅲa 188 12.4 206 13.0 227 13.7 

Ⅲb 36 2.4 57 3.6 48 2.9 

Ⅳ 77 5.1 65 4.1 103 6.2 

M   30 2.0 27 1.7 14 0.8 

合計 1,514人 100.0％ 1,581人 100.0％ 1,655人 100.0％ 

前年度の10月1日～該当年度6月30日までの介護保険申請者の認知症高齢者自立度
割合〔認定調査員の判断〕を該当年度の10月31日現在の認定者数で按分した 
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認知症高齢者の推移 
平成25年度 平成26年度 平成27年度 

Ⅱa以上～ 
Mまでの計 

819人 54.1％ 877人 55.5％ 1,006人 
 

60.8％ 
 

60.8 

[値] 
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Ⅱa以上 自立・I  
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海津市の理念や目標、 
   認知症施策を確認する 
海津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (H27～29) 

「連携」 「協働」 の基本 

【基本理念】 
 みんなで創ろう健康長寿都市  
 
【目標】 
 安心介護の海津市  
    (安心介護サービスの充実) 
  
 健やかに暮らせる海津市 
    (介護予防・生活支援の推進) 
 
 いきいきと支えあう海津市 
    (社会参加と支えあいの体制づくり) 

地域包括ケアシステムの充実 

 認知症施策の推進 
 
① 認知症対策の総合的な推進 
② 地域での認知症予防活動の推進 
③ 認知症高齢者の介護環境の整備 
④ 認知症サポーターの養成 
⑤ 認知症に関する相談の充実 
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海津市の課題を把握し、整理する 

・知られたくないという思いが強く、進行してから相談
される困難事例が増加 

・身近な相談窓口を知らない 

・認知症とわかっても、本人や家族が受容できず、医
療や介護につながらない 

・家族が相談したり、情報交換をする場が少なく、精
神的・身体的な負担が軽減できない 

認知症への理解を深め
るための普及・啓発の
推進 

＜本人や家族＞ 

＜住民＞ 

・認知症は知っているが、身近な問題ではない 

・認知症になると、施設入所や病院に任せることが望
ましいと思っている 

・教室や講座の受講者が少なく固定化している 
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海津市の課題を把握し、整理する 

 認知症への理解が低い 

・住民同士の支えあいの仕組みがわからず、介護困
難な時にサポートしてくれる人がいない。排他的な人
も多い 

・どのように対応したら良いのか分からない 

・認知症になると、施設入所や病院に任せることが望
ましいと思っている 

・認知症の人が道に迷ったり、行方不明の時、連絡
先・対応方法がわからない 

・認知症の人かどうか、わかりにくい 

認知症の人やその家族・
介護者を地域で支える 
支援体制づくり 

＜地域生活の場＞ 
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海津市の課題を把握し、整理する 

・病院受診につながっても介護との連携が困難 

・継続して医療が受けられない 

・サービスが中断しても本人や家族から連絡がないと
放置したままで進行した事例がある 

多職種、関係者の 
多面的な連携による 

早期発見、継続的包
括的支援 

＜医療と介護＞ 
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認知症対策推進検討委員会 

•地域の現状と課題 

•各団体からのご意見 

•どのような認知症施策が必要か 

 

＜委員会のメンバー＞ 
・海津市医師会   
・海津市認知症サポート医 
・認知症の人と家族の会代表 
・海津市介護支援専門員連絡会会長 
・グループホーム ホーム長 
・海津市自治会連合会   
・海津市社会福祉協議会 
・海津市老人保健施設 
・海津市民生委員児童委員協議会 
・海津警察署 
・地域包括支援センター 

平成２７年度に立ち上げ 
 （年２回実施） 
地域ケア推進会議の 
１つとして位置づけ 
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海津市の認知症施策  

認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進 

・出前型認知症予防教室 
・認知症サポーター養成講座 
・認知症チェックサイト開設 
・市報かいづ「認知症」特集を掲載 

認知症の人やその家族・介護者を地域で支える 
支援体制づくり 

・認知症対策推進検討委員会 (地域ケア推進会議) 
・認知症地域支援推進員を配置 
・認知症初期集中支援チーム 
・徘徊高齢者等SOSネットワーク事業 
・徘徊高齢者等位置探索システム利用助成事業 
・認知症カフェ「オレンジ ほっと カフェ」の開設 
・キャバンメイト連絡会 
・在宅・医療の連絡ノート「つながり」作成 
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平成２８年 
２月号 市報かいづ  「特集」掲載 

認知症について理解を深め
ていただくために、 

認知症サポート医の紹介と
インタビュー記事を掲載 
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平成２８年 
６月号 

認知症介護者
の生の声と 
地域で見守る 

民生委員さんの
声を掲載 

認知症初期集中
支援チームの紹介
と相談窓口の周知 
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認知症カフェ
の紹介 

平成２８年 
６月号 

徘徊高齢者SOS

ネットワーク事業
について掲載 
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出前型認知症予防教室 
・市の出前講座に登録 
・サロンや老人クラブの総会でPR 
・メディアにてPR  等        
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キャラバンメイト連絡会 
• キャラバンメイト ２２名 
           介護サービス事業者 

         ケアマネジャー等  

 
  横のつながりを作る 
    

・実施状況や活動について、
また今後の取り組みについて
話し合う 

・キャラバンメイトに講師を依
頼し、現場の声や適切な対
応について啓発し理解を深
める 

・お互いの持ち味を生かす 

36 

354 
219 

314 

83 31 

266 

658 

36 

390 

609 

923 
1006 1037 

1303 

1961 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

認知症サポーター養成講座 

受講者数 累計 

     キャバンメイトとの協働 
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オレンジ ほっと カフェ (市直営) 

• 日 時  毎月第４木曜日  

         午後１時３０分～３時 

• 場 所  海津総合福祉会館 ひまわり １階 談話室 

• 参加費  ２００円 

• 内 容  約１５分程度のミニイベント  

       ●認知症に関する講話(認知症の理解、対応、予防など) 

       ●ミニコンサート(お琴、ハンドベルなど) 

       ●スタッフによるレクリエーション 

• 運営費  カフェ運営物品 

       ●飲み物代(コーヒー、紅茶など) 

       ●お茶菓子代(市内のお店から取り寄せ)  

       ●スタッフへの報酬   

平成２７年７月～ 
開始 

《案内チラシ》 

認知症カフェ 
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オレンジ ほっと カフェを支える 
         『 スタッフ  』  

•平成２７年度までの脳トレ教室のサポーターに協力依頼 

   サポーターを公募して依頼したので、積極的なスタッフばかり 

・認知症の人と家族の会会員の 生の声 を伝えていこう！ 

・認知症地域支援推進員や地域包括支援センター職員がスタッフ
に加わり、敷居の低い相談場所であり、医療・介護・福祉の入り口
として、認知症ケアにつなげることができる  

いろんな人の 「つながり」 を大事にして、 
カフェの内容を充実させていこう 
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オレンジ ほっと 
   カフェ 《ハンドベル演奏》 

《みんなで歌を合唱 「ふるさと」》 

《 スタッフ手作りの案内看板》 

《認知症の人と家族の会の会員の話》 

      いろいろなニーズに対応 
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海津市徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク事業 

海津警察署、海津市社会福祉協議会と 

海津市間で協定を締結しました。 

平成２８年６月２日 

地域の協力 
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海津市徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク事業 

 ＳＯＳネットワーク協力機関として  

  現在 ８１か所 (銀行、スーパー等) 

事前登録者に靴用のステッカー(蛍光色で光に反射)
を無料配布 

      地域の理解・見守り 
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海津市における 
認知症初期集中支援事業の経過 

年 度 内   容 

平成２７年度 
     

認知症対策推進検討委員会を設置(地域ケア推進会議) 
 
海津市医師会長へ配置について相談 
認知症サポート医 1名 
 
海津市医師会主催による「みんなで取り組もう認知症対策」 
講演会を実施 

平成２８年度 海津市医師会 総会にて協力依頼 
認知症初期集中支援チームを地域包括支援センター(市直営)に設置 
５月～ チーム員会議を月に１回 開始する 
認知症サポート医 ２名 
 
ケアマネ連絡会、市報等にて周知 
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海津市初期集中支援チーム員の構成 

職種 所属 人数 

医師 海津市医師会  ２名 (サポート医) 

看護師 在宅介護支援センター 
(社会福祉協議会) 

 １名 

地域包括支援センター  １名 (＊主任ケアマネジャー) 

社会福祉士 在宅介護支援センター 
(社会福祉協議会) 

 ２名 

地域包括支援センター  ２名 (＊うち主任ケアマネジャー１名) 

保健師 地域包括支援センター  ４名 

合計            １２名 
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認知症地域支援推進員としての 
活動の課題 

 

①地道な普及啓発活動 

②住民や関係機関とのつながり 

③イベントで終わることなく継続的な 

  取り組み 
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認知症地域支援推進員として・・・ 

 

•つながりをつくる 
    住民、地域、医療、介護・・・ 

                  拡大していく 

•ネットワークの構築 
       常にアンテナを張る 
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ご清聴ありがとうございました。 

海津市マスコットキャラクター 
「かいづっち」 
 
ＬＩＮＥスタンプ販売中です！ 
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